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＜患者様連絡事項＞
・成田　賀枝様～本日、娘夫婦来院し家族面談を行い、最近の状況や今後の事について話し合っている。今年の夏に洗剤を飲む行為があったが、それ以降は自傷行為は見られない事を主治医より伝えているが、家族の見解としては自宅に引き取るのは困難であるとのこと。施設入所を考えて、いくつか連絡は取っていると言うが、自傷行為があったことを話すと断られることもしばしばとのこと。今後、入院の環境で自傷行為が無い時間を続けていくことで、精神症状の安定を見ていくようにして、施設申込みを行っていくこととする。なお、病名に関して、年齢的なことを考慮しても、人格障害からうつ病に変更していく。
・工藤　綾子様～本日、9:30より日赤病院へ外出となっている。オキシコドン(5)1から2C　2×朝・夕へ増薬となり、オキノーム2.5mgから5mgへ増薬となっている。次回消化器内科10/27、整形外科11/17受診予定となる。
・石井　幸子様～本日、家族が来院し、急遽外出している。以前も急に外出することがあり、前もって連絡を入れていただくよう説明しているが、本日も説明要している。午後は、外部業者が開けたオートドアから出ようとすることあり、介入要している。デイケアへきちんと通うことが退院に繋がることを再三説明するも、渋々返答はするが、理解示さずにいる。

・大橋　照子様～本日、状態悪化の為、14:40死亡退院となっている。
・大光　雄人様～母様含め、診察を行っている。本人より、携帯電話の持ち込み希望あり用紙記入していただいている。
・船田　泰子様～10/18　原Dr往診予定となっている。Drはフェントスの減量を検討しているとの事だが、本人には言わないように周知する。
＜歯科＞
・竹洞　聡様・山下　拓也様～次回も治療継続となっている。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想・訴えなくプログラムに取り組まれている。プログラム中は座っていること多い為、積極的な参加を促してください。
・松永　勘五郎様～プログラムに参加し、訴えは聞かれていない。引き続き、治験薬貼付部分の皮膚状態の観察を行ってください。
・上川原　豊様～午前中は「診察だから。」とデイケアは欠席している。退院後のサービス調整をすすめてください。

・高村　七海様～食事は朝不食、昼はホールで全量摂取している。明日、10:00退院となる。
・船田　泰子様～本日は疼痛の訴え聞かれず、継続指示薬も服用していない。昼夜逆転傾向の為、日中の離床を促す。
・夏坂　浩美様～幻聴は「減ってきた。」と話し、訴えは聞かれず。プログラムの遅れは変わらず目立っている。
＜伊藤Ｄｒ診察＞
・小笠原　文人様～気分の高揚さなし。眠気訴えあり辛いときはロラゼパム除剤するようにとの説明に了承している。
・大上　なみ様～咳嗽は軽減してきているが長期化している為、漢方薬継続としアドエア1日2回、1吸入が追加処方となっている。主治医の問いかけに対し的外れな返答聞かれている。
・鳴瀬　裕之様～テレパシーが入ってこないことが困る。これから生きるために必要だからと話している。外出について予算は2万でラピアにジャージを買いに行くと希望しているため、日程調整していくこととしている。
・高村　七海様～訪室すると布団を頭までかぶっている。主治医の問いかけにも顔は出さず簡単な返答のみで対応している。幻聴の訴えはないが、いっぱい人がいるのが怖いことを理由に退院希望あり。自宅療法へ切り替えることとし、家族が来れる10/14  10:00退院となっている。臨時薬は増薬となり3日分、退院時処方9日分処方となる。
＜転入患者様情報＞
中村　美奈子様(39)
　病　　名：アルコール依存症

　入院形態：任意入院

　　主治医：田名部Dr

　 H26年現在の夫と結婚相談所を介し婿として迎えたが、夫の酒癖が悪く暴言を吐かれたり、素面の時も見下すような物言いや態度があり、夫婦間の葛藤を端緒に飲酒量が増える。一年前くらいよりイライラすると、無意識のうちに抜毛をしたり、爪を折ったり、不眠が出現。H29年6月下旬夫が運転している車に同乗していた際、追突事故に遭い、その後からさらに飲酒量が増える。本人の姉様が心配し、注意するも隠れて飲酒するようになる。間もなく食欲低下、嘔吐、寝汗、手の振戦、抑うつ気分が出現し、姉が見かね本人を説得しあおぞらクリニックを受診。(H29.9.29)

　H29年9月29日あおぞらクリニックを動悸、手の震え、寝汗を主訴に初診。診察時は前日飲酒から12時間以上経過しているとみられ　手掌の発汗、振戦が出現しており離脱症状があると窪田医師判断。 診察時本人へ治療するのであれば自らの意思でアルコール依存症治療目的の入院することを医師から勧められ同意得られ、当院でプログラム治療を希望聞かれた為、H29.10.5任意入院となる。

・アルプロ・ＯＴ実施している。
・持参薬あり。

・洗濯：洗剤を家族へ依頼中（東病棟）
・買い物カード：なし（家族から差し入れ）
・10/25　三沢市立三沢中央病院　受診予定
